




























































































































































沖縄赤十字医誌　第24巻　第１号　Med. J. Okinawa Red Cross Hosp.Vol.24（1）
した器械の１次消毒については正しく行えず、指導
が必要な状況で後任に託すこととなりました（図11
～12）。
　２回の派遣を通してMSTのメンバー他、南スー
ダン赤十字のボランティア、地元スタッフ多くの人
と共に活動しました。出会いと別れと再会がありま
した。まだまだ内戦は続き、支援を必要としている
多くの人がいます。遠い国のできごとではなく、今
後も支援を必要とする人々のために継続して支援の
手が届くように、関心を持ちつづけていかなければ
いけないと思います（図13～14）。
図９
図11
図 10
図12．ICRC滅菌室担当のスタッフと赤十字ボランティア
（右）、ICRC現地手術室看護師滅菌過程を勉強中（左）
図13．南スーダン赤十字のボランティアと手術室看護師
図14．治療を終えて退院テントで帰りの飛行機を待ってい
る子どもたち
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　最後にこの貴重な機会を与えてくださった赤十字
国際委員会、日本赤十字社、快くおくりだしてくだ
さった日本赤十字社沖縄県支部、沖縄赤十字病院の
皆様に深く感謝いたします。
